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令和８年度平塚市市民活動推進補助金

●入門コース

団体名 申請活動・事業名 ページ

1 横内まちづくりを考える会 横内「マイタウンふれあい散策路」整備計画策定 10 万 P1

2 「誰でも囲碁in平塚」実行委員会 第二回「誰でも囲碁in平塚」（ふれあいコンサート） 10 万 P7

合　　計 20 万

●発展コース

団体名 申請活動・事業名 ページ

1 一般社団法人　Ｆ－ＳＴＹＬＥスポーツクラブ ボッチャリーダー育成事業 30 万 P13

2 カベラ日本語の会 カベラ日本語の会　「日本語教室」 21 万 P33

合　　計 51 万

（※）令和８年度平塚市市民活動推進補助金については、組織基盤整備コース及び協働コースの申請はありません。

入門コース 20 万

発展コース 51 万

合計 71 万

申請額

申 請 団 体 一 覧

申請額



第２ 号様式（ 第８ 条関係）

１ 　 申請団体概要

⑨

年度令和８ なし

に受ける 予定
の助成等

助成等制度名 助成年月 助成金額 助成内容

⑦ 活動の
   概要･実績

過去２ 年程度の
主な活動の内
容・ 対象者・ 実
施時期などを分
かり やすく 記入
し てく ださ い。

2022年7月： 市民提案型協働事業（ 「 社会環境の変化に対応し た地域活動の仕組みづく り 事
業」 ） のケース ス タ ディ 地区と し て、 問題課題の話合いを開始
　 　 　 10月： 横内マイ タ ウ ンス ク ール20周年の「 YOKOFES2022」 にて” みんなの声聞かせてポ
ス ト イ ッ ト ” を 実施
　 　 　 　 　 　 参加者50名程度
2023年5月： 「 こ れから の横内ま ちづく り と 地域活動を語ろ う ！」 ミ ーティ ング開催
　 　 　 　 　 　 参加者30名
2024年3月： 課題解決型地域活動補助事業（ 助成は横内連合自治会） を活用し 、 [ 横内
                     ふる さ と マッ プ」 掲載情報・ デザイ ンを作成
2025年2月： 「 戦後80年わがま ち横内のあゆみ」 作成、 「 戦後航空写真（ 4時点） 」 を横内中
学校に寄贈
　 　 　 11月： 「 大意見交換会」 （ 『 御霊神社の利活用』 についてのアイ デア） を開催
　 　 　 　 　 　 参加者29名
＊2023年から 月1回の定例会を 開催

⑧過去に受け
　 た助成等の
　 実績

助成等制度名 助成年月 助成金額 助成内容

なし

月）

⑤ ﾎー ﾑﾍ゚ ｼー゙
https://yokouchi-love.com /category/group/yoko-m achi/

上記「 よ こ う ち愛」 HPの関係団体紹介に活動掲載

⑥ 設立目的
     ・ 経緯

団体設立の社会
的背景や目的・
経緯を記入し て
く ださ い。

・ 横内地区においては、 2002年に横内地区地域教育力ネッ ト ワ ーク 協議会（ 通称： 横内サポ
ネッ ト ） が中心と なり 、 地域みんなの学びの場と し て立ち上げた「 横内マイ タ ウ ン ス ク ー
ル」 以降、 地域有志と と も に「 横内ふる さ と カルタ 」 、 「 ｵﾘｼ゙ ﾅﾙｿﾝｸﾞ ・ YOKOUCHI ！」 等の”
ふる さ と 愛” の醸成に取組んでき た。
・ 2015年には町内福祉村が中心になっ た「 ス マイ ル農園」 が開設さ れ、 多世代ふれあいの場
づく り を着手し 、 その後のコ ロ ナ禍の行事自粛時にはカルタ に読み込んだ地域固有の箇所を
巡る 「 ス マイ ルウ ォ ーク ラ リ ー」 がス タ ート し 、 地域活動団体と 地域有志が一丸と なって”
わがま ち意識” から ” わがま ちづく り ” への機運向上に務めてき た。
・ 2022年の市民提案型協働事業における ケース ス タ ディ 地区になっ たのを き っ かけに、 さ ら
に住みよ いま ちにし ていく ための課題共有と その解決方法なら びに将来の姿を 話し 合う 場を
設る こ と を 目的に連合自治会が中心と なり 、 「 横内ま ちづく り を 考える 会」 を 特命チーム と
し て立ち上げた。

③ 代表者名 鈴木　 奏到

④ 設立年月 ２ ０ ２ ２ 年 １ ０ 月 （ 法人格取得年月 年

① 団 体 名

（ フ リ ガナ） ヨ コ ウ チマチヅク リ ヲ カンガエルカイ

横内ま ちづく り を考える 会

② 所 在 地 平塚市横内2038－3

受付番号 入門コ ース １

受付月日 令和8年1月22日

令和８ 年度　 平塚市市民活動推進補助金事業企画書（ 入門・ 発展・ 協働コ ース ）

P1

https://yokouchi-love.com/category/group/yoko-machi/


①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

２ 　 補助申請の内容

３ 　 補助申請する 活動・ 事業の内容

③ 申請額
【 申請額は1万円単位、 発展コ ース は事業費に対する 助成割合の制限有( 1回目90%、 2回目80%、 3回目70%) 】

10 万円（ 入門コ ース は10万円以内・ 発展コ ース は30万円以内・ 協働コ ース は20万以内）

① 事業の目的

　 横内地区においては公民館や地区福祉村、 子供の家等の他には屋外で集える 場も 少な
く 、 農繁期の田んぼでの地域交流BBQや地元神社境内でのラ ジオ体操等、 交流の場づく
り を工夫し てき た。 さ ら に、 コ ロ ナ禍から 開始し たス マイ ルウ ォ ーク ラ リ ーでは河川土
手や地区内農道を利用し 、 子供や高齢者の安全に配慮し たルート 設定を行ってき た。
　 かねてよ り 本会においては、 世代を 超えた交流・ 集いの場、 機会を整え、 次世代に継
承し ていき たいと の声を 鑑みて2025年11月に実施し た「 大意見交換会」 では、 地区内の
空地・ 未利用地、 神社敷地・ 林地の有効活用、 さ ら には空家を 活用し たふれあいの場づ
く り について賛同と 多く のアイ デアが出さ れた。
　 そこ で、 こ れま でのふれあいの場づく り を よ り 活かすため、 健康・ 元気にも 留意し 、
安心し て地域を 巡る こ と のでき る 散策路整備計画を 策定し 、 次年度以降、 その具体的事
業を推進し ていく こ と を 目的と する 。
　 本活動を通じ 、 小中学校での地域探索・ ふる さ と 愛の醸成、 高齢者の健康・ 未病（ フ
レ イ ル対策含め） への貢献を期待する も のであり 、 市内の学校運営協議会での学校地域
連携・ 協働や地域包括ケアセンタ ーの地域活動への関わり 等への新し い事例と なり う る
と 考えている 。 ま た、 連合自治会のバッ ク アッ プのも と 地域団体の枠をこ えた有志を中
心に推進し ていく 試みは「 こ れから の地域活動の仕組みづく り not e」 （ 「 社会環境の変
化に対応し た地域活動の仕組みづく り 事業」 の成果） での提案を 実装化し ていく 一例と
し て有意義なも のと 考える 。

「 なぜ、 こ の事業を実
施し たいのか？」
「 どんな課題を改善し
たいのか？」
「 社会や市民のため
に、 どのよ う な公益性
がある のか？」
などを、 社会的背景を
含めて具体的に記入し
てく ださ い。

① 事業名 横内「 マイ タ ウ ンふれあい散策路」 整備計画策定

② 申請コ ース
　 （ 以下のいずれかのコ ース を ○で囲んでく ださ い。 ）

入門コ ース 　 　 ・ 　 発展コ ース 　 　 ・ 　 協働コ ース

個人情報のため、 非公開と し ていま す。

活動に携わる メ
ンバーを記入し
てく ださ い。
１ ０ 名以上の場
合は、 主なメ ン
バーを記入し て
く ださ い。

人） 団体＝ 団体

⑪ 活動体制 役職名 氏名 住所

⑩ 会 員 数 個人＝ １ ６ 人 （ う ち平塚市民 １ ６
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④ 期待さ れる
　 　 　 　 効 果

こ れま での横内地区の地域活動・ わがま ちづく り のさ ら なる 進化と し て『 地域活動の仕
組みづく り not e』 （ 社会環境の変化に対応し た地域活動の仕組みづく り 事業」 ） におい
て提案さ れた地域一体・ 連携型の実践例と なる 、 地域の環境美化、 健康・ 未病、 世代交
流、 わがま ち意識の醸成に寄与する 取り 組みに展開し ていける こ と が期待さ れる 。
加えて、 地域学校連携のコ ミ ュ ニティ ス ク ールにおける 活動例に寄与する こ と が期待さ
れる 。

活動・ 事業実施によ
り 、 対象（ 受益者や地
域） にどのよ う な効果
や成果を期待でき る か
を 具体的に記入し てく
ださ い。

⑤ 協力団体等
横内連合自治会
横内地区体育振興会
横内地区青少年指導員連絡協議会
地域教育力ネッ ト ワ ーク 協議会（ 横内サポネッ ト ）
御霊神社

活動・ 事業に協力さ れ
る 人、 団体を記入し て
く ださ い。
※協働コ ース の場合、
補助事業を行う 団体等
名称及び住所を必ず記
入し てく ださ い。

② 事業の内容
地区のふれあいの場づく り に合わせて安心し て地域を 巡る こ と のでき る 路づく り に向
け、 次の事業を 実施し ま す。

１ ． 横内「 マイ タ ウ ン ふれあい散策路」 整備計画の作成
　 横内ふる さ と カルタ 、 横内ふる さ と マッ プ、 ウ ォ ーク ラ リ ールート 、 通学路等の既存
資料なら びに地区内空地・ 未利用地、 ウ ォ ーキング利用が多い地区内道路等の現地視察
から 、 候補と なる 場、 ルート をリ ス ト アッ プし 、 概ね3ヶ 年の整備計画（ 「 マイ タ ウ ン
ふれあい散策路づく り 」 ） を作成する 。
　 ＊計画内容： 休憩ス ポッ ト での健康・ リ ラ ッ ク ス 施設、 季節の花壇、 発光植物・ 木材
チッ プ敷等、 癒し 環境の整備
　 　 　 　 　 　 　 ルート 沿道での季節を 実感でき る 植栽、 ルート 案内表示

２ ． 今年度先行整備ルート と 重点箇所の絞り 込み
　 3ヶ 年の整備計画のう ち、 整備の実効性が高いと 思われる ルート について、 地域住民
の声を 聞き ながら 今年度先行的に整備し ていく 重点箇所を絞り 込む。
　 ＊先行ルート 候補： ①地区西側の八的稲荷～御霊神社～東照宮のルート
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ②青井橋～土安橋～北野橋～六兵衛土手西のルート

３ ． 「 マイ タ ウ ンふれあい散策路」 計画案の発信
　 本計画を地域住民や関係企業への周知し ていく と と も に次年度以降の整備事業への協
力・ 資金的支援にも つながる よ う 計画内容を 紹介する 。
　 ＊チラ シの作成
　 ＊地域情報局、 オリ ジナルサイ ト 「 よ こ う ち愛」 等、 SNSにアッ プ
　 ＊公民館祭り での紹介

①の事業の目的で記入
し た内容をふま えて、
具体的な活動・ 事業内
容を記入し てく ださ
い。

事業の先駆性・ 発展
性・ 公益性・ 新し いア
イ デアや工夫などがあ
れば、 分かり やすく 記
入し てく ださ い。

※ 発展コ ース を申請す
る 場合は、 こ れま での
活動をどのよ う に充
実・ 発展さ せていく の
かが分かる よ う に記入
し てく ださ い。

③ 事業の計画
１ ． 横内「 マイ タ ウ ン ふれあい散策路」 整備計画案の作成
　 ・ ウ ォ ーク ラ リ ールート を中心に散策路の沿道情報の現地調査（ 4～5月）
　 　 本会メ ンバー他、 地域教育力ネッ ト 協議会団体メ ンバー　 30名程度
　 ・ 本会定例会において、 各ふれあい散策おすすめルート なら びに整備内容の原案（ 6
～9月）
　 ・ 地域団体、 小中学校なら びに地域有志を 交えた３ ヶ 年整備計画の作成（ 10～12月）

２ ． 今年度先行整備ルート と 重点箇所の絞り 込み
　 ・ 本会定例会において、 先行整備ルート なら びに重点箇所（ 休憩ス ポッ ト ） での整備
内容を 整理（ 7～9月）
　 ・ HP「 よ こ う ち愛」 を 通じ て、 協力者を募集（ 7月）

３ ． 「 マイ タ ウ ンふれあい散策路」 計画チラ シの作成
　 ・ チラ シの作成（ 11～12月）
　 ・ 地域情報局、 オリ ジナルサイ ト 「 よ こ う ち愛」 等、 SNSにアッ プ（ 1～2月）
　 ・ 公民館祭り での紹介（ 2月）

活動・ 事業の実施場
所、 実施方法、 実施時
期、 参加者や受益者等
の対象、 参加人数など
の計画やス ケジュ ール
を 具体的に記入し てく
ださ い。
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４ 　 収支予算書（ 申請事業に限定し た予算）

項　 　 目

補助金 100, 000 円

横内連合自治会 30, 000 円

円

 円

 円

収入合計 130, 000 円 発展コ ース ： 対象経費 円 × ％ ＝ 円   補助金の申請限度額 円

項　 　 目

現地調査用資料コ ピ ー 10, 000 円 10, 000 円 0 円

計画策定会議資料コ ピ ー 10, 000 円 10, 000 円 0 円

「 ふれあい散策路計画」 案デ
ザイ ン外注

60, 000 円 60, 000 円 60, 000 円

「 ふれあい散策路計画」 案チ
ラ シ印刷

30, 000 円 30, 000 円 30, 000 円

「 ふれあい散策路計画」 案PR
パネル

10, 000 円 10, 000 円 10, 000 円

その他イ ン ク 代等 10, 000 円 10, 000 円 0 円

 円 円 円

支出合計 130, 000 円 130, 000 円 100, 000 円

 

※備品や器具を 購入する 場合は、 それが事業に必要な理由を 記載し てく ださ い。
　 ま た、 飲食代など 助成の対象と なら ない経費を 支出する 場合は、 「 参加費から
　 支出」 など 収入項目を 記載し てく ださ い。

※収入の補助金の金額は、 補助申請し た金額を 記載し てく ださ い。 ま た、 支出のう ち、 補助金から 支出する 金額を 記載し てく ださ い。
※収入合計と 支出合計、 ま た、 収入の補助金と 支出のう ち補助金の合計は同額になる よ う にし てく ださ い。

②
　
　
支
　
　
　
　
出

事業費 う ち対象経費 う ち補助金 具体的な内容（ 積算根拠等）

・ 資料5ページ＊20人＊10回　 ＠10円

・ 資料5ページ＊20人＊10回　 ＠10円

・ デザイ ナー謝金3人日　 ＠20, 000円/人日

・ A３ カラ ー両面印刷中折　 4000部　 ＊ネッ ト 印刷

・ 展示パネルボード A１ 判　 4枚　 ＠2, 500円

①
　
　
収
　
　
　
　
入

金額 具体的な内容（ 積算根拠等）

平塚市市民活動推進補助金

連合自治会予算の「 地域団体活動支援」 科目の一部を 充てる

 

事務局記入欄 発展コ ース補助割合確認 □
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横内ま ちづく り を考える 会 規約 

 

（ 名称及び事務局）  

第１ 条 本会は「 横内ま ちづく り を考える 会」 と 称し 、 事務局を会長 宅におく 。  

 

（ 目的およ び活動 

第２ 条 本会は、横内地区をさ ら に住みよ いま ちにしていく ために問題課題を共有し 、その

解決方法なら びに将来の姿を話し あう こ と を目的と し 、 次の活動を行う 。  

（ １ ）  目的を達成する ための情報交換・ 意見交換を行い、 その内容について地域への

発信・ 報告活動、  

  （ ２ ） 目的を達成する ための関連地域団体と 連携活動 

  （ ３ ） その他、 目的を達成する ために必要な活動 

 

（ 構成）  

第３ 条 本会は目的に賛同する 横内地区に住む人およ び働く 人が自主的に参加する 会員に

よ って構成する 。  

 

（ 役員及び役員の選出）  

第４ 条 本会に、 次の役員をおく 。  

（ １ ） 会長 1名、 副会長 1名以上、 会計1名以上 書記１ 名以上 

（ ２ ） 役員は会員の互選によ る 。  

 

（ 役員任期）  

第５ 条 役員の任期は2年と し 、 再任を妨げない。  

 

（ 総会）  

第６ 条 総会は年1回、 会 が招長 集する 。 但し 、 会 が必長 要と 認めた時、 も し く は会員の１

/２ 以上から の請求があった時は臨時総会を開催する 。  

 

（ 定例会）  

第７ 条 会員が意見交換する 定例会を月1回行う こ と を原則と する 。  

 

（ 経理）  

第８ 条 本会の経費は、 寄付金、 その他の収入をも ってこ れに充て、 会計年度は、 毎年4月

1日から 翌年3月31日と する 。  

 

附  則 

こ の規程は、 2026年1月１ 日よ り 施行する 。  
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「 横内ま ちづく り を考える 会」  令和7年会計報告

令和7年1月1日～令和7年12月31日

月日 項目 収入 支出 差額 備考

1月12日 連合自治会 10,000

1月12日 用紙 2,288 公民館祭り 用

1月13日 コ ピー 330

2月2日 コ ピー 300

2月15日 用紙 1,076 公民館祭り 用

2月21日 文房具 874 公民館祭り 用

6月15日 コ ピー 550

7月26日 コ ピー 240

同上 デコ タ ッ ク 2,466 納涼祭用写真台紙

同上 デコ タ ッ ク 1,628 納涼祭用写真台紙

9月7日 コ ピー 140

11月15日 コ ピー 150

12月7日 コ ピー 140

10,000 10,182 -182収支計
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第２ 号様式（ 第８ 条関係）  

受付番号 入門コ ース 2 

受付月日 令和 8 年 1 月 27 日 

    令和８ 年度 平塚市市民活動推進補助金事業企画書 

１  申請団体概要 

① 

団 体 名 

だれでも いごいんひら つかじ っこ う いいんかい 

「 誰でも 囲碁 i n 平塚」 実行委員会 

② 所 在 地 平塚市桃浜町 11-33-107 

③ 代表者名 木谷正道  

⑤ ﾎー ﾑﾍ゚ ｼー゙  ht t p: // 

⑥ 設立目的 

   ・ 経緯 

 

団体設立の 社会

的背景や目的・ 経

緯を 記入し て く

ださ い。  

 当会メ ン バーは、 長年にわたり 福山市、 大船渡市、 墨田区など で囲碁普及活

動を行い、 様々なつながり ができ たが、 平塚には深く かかわってこ なかった。  

他方、 平塚市ではすばら し い囲碁普及事業が実施さ れ、 その最大のも のが、

目抜き 通り を埋め尽く す「 湘南ひら つか囲碁ま つり 」 であった。  

 昨年、 第 28 回囲碁ま つり を前に、 自分たちにも 何かでき る こ と がある のでは

ないかと 考え、 当会を設立し 、 第一回の連携イ ベント を行った。  

 第一の目的は、 囲碁を通じ て、 誰も が楽し く 生き ら れる ま ちをつく る こ と 。  

第二は「 囲碁フ ァ ンのイ ベント 」 から 市民ぐ る み、 ま ちおこ し 事業への発展。 

⑦ 活 動 の 
  概要・ 実績 
 

 

過去 2 年程度の

主 な 活 動 の 内

容・ 対象者・ 実施

時期な ど を 分か

り やすく 記入し

てく ださ い。  

 2015 年 10 月、 全盲の柿島光晴氏ら が平塚盲学校囲碁指導を始め、 いま も 続

いている 。障がいを持つ方々と のつながり が深く なり 、10 年で活動が拡がった。 

 2025 年 9 月 平塚ろう 学校を訪問し 、 コ ミ ッ ク 「 ヒ カルの碁」 23 巻（ I NDI GO

から ）、 囲碁関係書籍、 囲碁のテキス ト 、 小碁盤など を寄贈し た。 二回目の訪問

であったが、 校長はじ め皆様に、 快く 受け入れていただいた。  

 2025 年 10 月 第 28 回湘南ひら つか囲碁ま つり に参加し 、次の事業を行った。 

▼「 と ろろさ んの楽し い囲碁イ ラ ス ト 100 点展」 開催（ 文化芸術ホール）  

▼「 ふれあいコ ンサート 」、「 ろう 者によ る 手話講演」、「 誰でも 囲碁入門講座（ 視

覚障がい者、 聴覚障がい者、 非障がい者）」、「 重度障がい者と のオンラ イ ン対局

実験」（ ま ちかど広場）、 ＵＤ カフェ ＆Ｂ Ａ Ｒ 「 tet ot e」 での交流会など 。  

▼2025 年 10 月 平塚ろう 学校文化祭「 平ろう 祭」 で生徒に囲碁指導を行った。 

⑧過去に受け

た助成等の

実績 

助成等制度名 助成年月 助成金額 助成内容 

神奈川社協と も し び助

成 

2025 年

４ 月 
200, 000 円 

イ ラ ス ト 借用費、 コ ンサー

ト 出演謝金、 広報費など 

    

    

⑨2026 年度に

受ける 予定

の助成等 

助成等制度名 助成年月 助成金額 助成内容 

    

    

⑩ 会 員 数 個人＝１ ６ 人（ う ち平塚市民１ １ 人）  団体＝     団体 

（ 入門 ・ 発展 ・ 協働 ） コース 
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⑪ 活動体制 

 

 

 

 

活動に携わる メ

ン バーを 記入し

てく ださ い。  

１ ０ 名以上の場

合は、主なメ ンバ

ーを 記入し てく

ださ い。  

 

 

 

 

 

役職名 氏名 住所 

①   

②   

③   

④   

⑤   

⑥   

⑦   

⑧   

⑨   

⑩   

 

２  補助申請の内容 

① 

事業名 
第二回「 誰でも 囲碁 i n 平塚」 ふれあいコ ンサート  

② 申請コ ース  
 （ 以下のいずれかのコ ース を○で囲んでく ださ い。）  

入門コ ース  ・  発展コ ース  ・  協働コ ース  

② 

申 請 額 

【 申請額は 1 万円単位、発展コ ース は事業費に対する 助成割合の制限有( 1 回目 90%、2 回目 80%、3 回目 70%) 】 

   １ ０ 万円（ 入門コ ース は 10 万円以内・ 発展コ ース は 30 万円以内・  

   万円（ 協働コ ース は 20 万以内）  

 

３  補助申請する 活動・ 事業の内容 

① 事業の目的 

 

「 なぜ、こ の事業を

実施し たいのか？」  

「 ど ん な 課題を 改

善し たいのか？」  

「 社会や市民の た

めに、ど のよ う な公

益性がある のか？」  

など を 、社会的背景

を 含め て 具体的に

記入し てく ださ い。 

  ふれあいコ ンサート の目的は二つである 。  
１  年齢や障がいにかかわら ず、 誰も が楽し く 生き ていかれる ま ちを創る 。  
２  「 囲碁ファ ンのイ ベント 」 から 、市民ぐ る み、ま ちおこ し の事業への発展。 
 平塚は「 囲碁のま ち」 である と 共に「 福祉のま ち」 である 。  
 四つの県立特別支援学校（ 平塚盲学校、 平塚ろう 学校、 平塚支援学校、 湘南
支援学校）、 知的障がいを持つ方々を支える （ 社福） 進和学園、 ひら つか障が
い者福祉ショ ッ プ「 あり がと う 」、 ろう 者が活躍する 手話カフェ UDCaf e＆BAR
など は、 他にない素晴ら し い地域資源である 。  
「 ふれあいコ ンサート 」 は囲碁と 福祉をつなぐ 。 障がいを持つ方々や、 こ れま
で囲碁にご縁のなかった方々にたく さ ん来ていただき 、誰でも 囲碁ま つり 、市
民ぐ る みの囲碁ま つり に発展さ せたいと 考えている 。  
特に、 今年は初のプロ グラ ムを二つ実施する 。  
一つはオープニング「 いのちの大太鼓」。 全盲の和太鼓奏者・ 片岡亮太氏が精
魂込めて叩く 。 ま ち中にイ ベント の開始を告げ、 ろう 者の身体を震わせる 。  

フ ィ ナーレ が手話ダンス「 囲碁祭り 音頭」。 昨年、 全盲のシンガーソ ングラ
イ タ ー大石亜矢子氏が作詞作曲し 弾き 語った。今年は UDCAFE＆BAR のマス タ ー
i nocci 氏が振り 付け、 ダンス 指導を行う 。 老若男女、 聴こ えない方も 聴こ え
る 方も 一緒に輪を つく り 、 その輪が毎年大き く 広がっ ていく こ と を 願ってい
る 。  

 

 

個人情報のため、 非公開と し ていま す。 
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② 事業の内容 

 

①の 事業の 目的で

記入し た 内容を ふ

ま えて、具体的な活

動・ 事業内容を 記入

し てく ださ い。  

 

事業の先駆性・ 発展

性・ 公益性・ 新し い

ア イ デア や工夫な

ど があれば、分かり

やすく 記入し て く

ださ い。  

 

10 月※日（ 日）： 囲碁ま つり 当日■ 

◎11 時 30 分-12 時 30 分「 ふれあいコ ンサート 」（ ま ちかど広場）  300 人 

▼オープニング大太鼓（ 片岡亮太、 全盲）  

▼ホルン（ 山村優子、 片岡氏のパート ナー）  

▼と びっき り レイ ンボーズ（ 進和学園、 知的障がいを持つ方々と 職員のバンド ） 

▼魂のヴァ イ オリ ニス ト 白井崇陽（ 全盲） によ る 「 ヒ カルの碁 OP」  

▼ピアノ 弾き 語り （ 全盲のシンガーソ ングラ イ タ ー・ 大石亜矢子）  

▼MI KUMI と KAORI のアンサンブル 

▼フィ ナーレ 「 みんなで踊ろう ！ 手話ダンス  平塚 GO 囲碁祭り 音頭」  

（ 大石亜矢子詞曲歌／振り 付け＆指導（ UDCaf e の i nocci と 仲間たち）  

引き 続き 、 午後は、  

◎「 誰でも 囲碁入門講座 

視覚障がい者向け（ 柿島光晴）、 聴覚障がい者向け（ 竹Ｄ Ｓ ）  

◎「 おり ひめ碁縁パレ ード 」 織姫、 園児、 女性囲碁入門教室終了者など 

◎「 囲碁ロ ボッ ト せんちゃんに挑戦し よ う ！」  

◎囲碁アプリ 「 囲碁であそぼ！」「 囲碁シル」 など 

◎囲碁グッ ズ、 碁石ス ト ラ ッ プ、 MI KUMI の手織り 販売 

◎18 時-「 誰でも 交流会」 UDカフェ ＆バー（ 手話カフェ ） 会場至近 20 人 

◎入場行進から 始ま る 市の多彩なプロ グラ ム、 特に、 パールロ ード を埋め尽く

す「 千面打ち」 は圧巻です。 一度見ていただければ「 囲碁のま ち平塚」 に魅了さ

れ、 本会の事業も あわせ、「 囲碁のま ち平塚」 へのリ ピータ ーになってく れる と 考

えていま す。  

③ 事業の計画 

活動・ 事業の実施場

所、実施方法、実施時

期、参加者や受益者等

の対象、参加人数など

の計画やス ケジュ ー

ルを具体的に記入し

てく ださ い。  

●広報・ 集客計画 イ ベント 成功のために最重要 
１  ＷＥ Ｂ と Ｓ Ｎ Ｓ （ 前述）  
２  メ ール・ チラ シ・ ポス タ ー送付： 市内小中高校、 大学、 ろう 学校、 盲学校、
保育園・ 幼稚園、 公民館、 福祉村、 市民活動グループ、 全国の囲碁グループ・ 碁
会所・ 囲碁センタ ーなど 
３  日本棋院： ＷＥ Ｂ サイ ト 、 ブロ グ、 囲碁教室生徒 
４  近隣都県で囲碁を正課に採用し ている 大学： 指導棋士を通じ て参加依頼 

④ 期待さ れる  
    効 果 
活動・ 事業実施によ

り 、 対象（ 受益者や

地域） にど のよ う な

効果や成果を 期待

で き る か を 具体的

に記入し て下さ い。 

１  障がいを持つ方々の参加と 交流が進む（ 特に、 聴こ えない方々）。  
２  囲碁に無縁であった方々を含む、 市民ぐ る み、 ま ちおこ し の事業に発展する 。 
 全盲の方の障がいは、 外見も あり 重く 見える が、 現在ではかなり の文字は「 聞
く 」 こ と ができ る し 、 何よ り も 肉声で会話ができ る こ と が大き い。  
 ま た、 柿島氏の活躍で、 視覚障がい者への囲碁普及はかなり 進んでき た。  
 他方、 ろう 者のコ ミ ュ ニケーショ ン・ ギャ ッ プは非常に大き い。  
ＵＤ ト ーク など音声を文字にする アプリ が発達し てき たと はいえ、 手話ができ な
い健聴者と のコ ミ ュ ニケーショ ンは現実にはと ても 難し い。  
囲碁は別名を「 手談」 と いい、 言葉を必要と し ないので、 聴こ えない方々は着手
を通じ て深いコ ミ ュ ニケーショ ンを取る こ と ができ る 。  
こ の事実を市民に知っていただく だけでも 、「 誰でも 囲碁」 と ふれあいコ ンサート
の意味がある と 考えている 。  

今年は、 初めて「 囲碁旅館」 を活用し た一泊二日の「 囲碁三昧」 事業を行う 。  
■前日（ 土） のラ ンチョ ンおし ゃべり 、 記念囲碁大会、 前夜祭、 囲碁合宿と  
■当日（ 日） の諸事業によ り 、 文化に立脚し た平塚の賑わいが増すと 思われる 。  

⑤協力団体等 

活動・ 事業に協力さ

れる 人、団体を 記入

し てく ださ い。  

※協働コ ース の場合、 補

助事業を 行う 団体等名称

及び住所を必ず記入し て

く ださ い。  

平塚盲学校囲碁ボラ ンティ ア、（ 社福） 進和学園、 同保育園、 Ｎ Ｐ Ｏ 法人暮ら し と
耐震協議会、 ＵＤ Ｃ ａ ｆ ｅ ＆Ｂ Ａ Ｒ 、 平塚ホテル旅館組合、 やま いち旅館、 藤沢
囲碁普及会、大田区パーキンソ ン病友の会、高次脳機能障がいと 囲碁の会、（ 公財）
日本棋院、 日本棋院アト ムネッ ト 支部、（ 一社） 日本視覚障害者囲碁協会、 首都防
災ウ ィ ーク 実行委員会、 東久留米市滝山住宅悠々会など。  
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４  収支予算書（ 申請事業に限定し た予算）  

① 

 

収 

 

 

入 

項  目 金額 具体的な内容（ 積算根拠等）  

補助金 100, 000 円 平塚市市民活動推進補助金 

寄付金 60, 000 円 個人から の寄付 

 円  

収入合計 160, 000 円 発展コ ース ： 対象経費       円×   ％＝       円  補助金の申請限度額       円 

② 

 

支 

 

 

出 

項  目 事業費 う ち対象経費 う ち補助金 具体的な内容（ 積算根拠等）  

謝金 160, 000 円 160, 000 円 100, 000 円 

ふれあいコ ンサート 出演者等謝金 

１  @20, 000×6 人＝120, 000 円 

片岡亮太（ 大太鼓、 全盲）、 山村優子（ ホルン）、 大石亜矢子（ ピアノ 弾き

語り 、 全盲）、 白井崇陽（ ヴァ イ オリ ン、 全盲）、 佐野和子（ 手話通訳）  

２  @10, 000×4 人＝40, 000 円 

原香織（ 総合司会）、 竹Ｄ Ｓ （ 聴覚障がい者入門講座、 ろう ）、 柿島光晴

（ 視覚障がい者入門講座、 全盲）、 中村哲啓（ 重度障がい者移送謝金）  

 円 円 円  

 円 円 円  

支出合計 160, 000 円 160, 000 円 100, 000 円 

※備品や器具を 購入する 場合は、 それが事業に必要な理由を 記載し てく ださ い。 ま た、 飲

食代など 助成の対象と なら ない経費を 支出する 場合は、「 参加費から 支出」 など 収入項

目を 記載し てく ださ い。  

※収入の補助金の金額は、 補助申請し た金額を 記載し てく ださ い。 ま た、 支出のう ち、 補助金から 支出する 金額を 記載し てく ださ い。  

※収入合計と 支出合計、 ま た、 収入の補助金と 支出のう ち補助金の合計は同額になる よ う にし てく ださ い。  

事務局記入欄 発展コ ース 補助割合確認 □ 

（ 入門 ・ 発展 ・ 協働 ） コース 
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「誰でも囲碁 in 平塚実行委員会」規約・役員名簿（令和７年１２月１日現在） 

 

第１条（名 称）本会は、「誰でも囲碁 in 平塚実行委員会」と称する。 

第２条（事務所）本会は主たる事務所を神奈川県平塚市内に置く。 

第３条（目 的）本会は、主として「湘南ひらつか囲碁まつり」関連事業の企画・運営を通じ

て、老若男女、障がいがあってもなくても、誰もが楽しく、幸せな「囲碁のまち平塚」をつく

ることを目的とする。 

第４条（事 業）本会は次の事業を行う。  

（１）「湘南ひらつか囲碁まつり」に連携した「誰でも囲碁 in 平塚」などのイベントの企画・運営 

（２）聴覚・視覚・知的など様々な障がいを持つ方々への囲碁普及活動 

（３）他の地域で実施される諸事業との連携・協力 

（４）その他、本会の目的を達成するために必要な事業 

第５条（会 員）本会の趣旨に賛同する方は、誰でも会員として活動することができる。 

第６条（役 員）本会に次の役員を置く。 

（１） 代 表：会を代表する 

（２）副代表：代表を補佐し、必要があればその職務を代行する 

（３）事務局長：会の企画・運営に関する業務を担う。 

（４）監 事：事務及び会計を監査する 

第７条（会 議）会議は、対面、Zoom、またはメーリングリスト等の手段を用いて随時開催する。 

第８条（会 計）会の財政は、助成金・寄付金・事業収入等によって賄うものとし、会計年度は毎

年４月１日から翌年３月３１日までとする。会の会計は、日本棋院平塚支部において処理する。 

 

【附 則】 

１ 本規約は、令和 ７年４月１日から施行する。 

２ 令和７年 ８月１日に一部改正。 

３ 令和７年１２月１日に一部改正。 

 

 

＜役員名簿＞ 

代 表 ：木谷正道（平塚市在住） 

副代表 ：中里利男（藤沢市在住） 

事務局長：大石明広（厚木市在住） 

監 事 ：二宮正男（藤沢市在住） 
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個人情報のため、
非公開としています。



令和７年度決算見込み　　 　

令和8年1月27日 「誰でも囲碁in平塚」実行委員会

項目 金額 備考

Ａ　総収入見込み 253,231

助成金 200,000 神奈川県社協ともしび助成

寄付金 53,231

協賛金 0

Ｂ　総支出見込み 253,231

諸謝金
140,000 コンサート出演、映像記録・編集など

旅費交通費
5,770 タクシー代

印刷製本費
35,771 チラシ・ポスター制作費、コピー代など

通信運搬費
17,550 レターパック、FAX送付代

消耗品・器具備品費
24,140 用紙、インク、封筒、マグネット、新聞購入

賃借料
30,000 囲碁イラスト100点借り上げ

Ｃ　差し引き収支見込み（Ａ-Ｂ） 0
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